
キャビン

イロハモミジ

イロハモミジ

アオダモ造作ベンチ

RC スツール

アオダモ

サイクルポート

シェアキッチン

トイレ

直売所

トイレ

みんなの畑

百葉箱

土間

旗

薪小屋

キッチンカー

農具小屋

造作机

造作机 造作机

造作机

「堤防を作らない町」が生んだ、湾に向かって見下ろす視線を活かす

町を見下ろした先に小さな風景が見えることで海岸広場への住民の興味を引く ※実施範囲はここまで
サイクルポート

シェアキッチン

トイレ

直売所

トイレ

キャビン キャビン

【百葉箱】

海沿いの温度・湿度を調べる百葉箱

【みんなの土間】

キャンプファイヤーや簡易

ステージなどに使える土間

【トイレ】

男子・女子・多目的トイレ付き

【トイレ】

誰でもトイレ

【キャビン】

海と広場を見渡せる特等席

【農具小屋】

畑で使った農具をしまう

【設備倉庫】

電気・水道系の設備小屋
【ゴミ箱】

ポイ捨て防止用

【薪小屋】

キャンプファイヤーで

使用する薪の保管庫

【シェアキッチン】

採れた野菜や魚介をそのまま調理可能

【畑】

土づくり・種まき・収穫イベントを開催

【無人直売所】

畑で採れた野菜や海で採

れた魚介類を販売する

結いの種を蒔く
少しずつ変化する広場の風景とずっと変わらない海山の風景

小屋は海辺にぎわいを取り戻す火種となり、その成長をのんびりと眺められる特等席となる

02：配置計画

03：構法とマテリアル 04：住民参加型のワークショップ 05：女川町の資源の活用 06：予算計画

キャビンは女川湾と成長していく広場を一望できる丘

上側に配置し、植栽とベンチで海岸プロムナードから

キャビンに向かってゆるやかなアプローチを作る

賑わいを生む直売所やキッチンなどを接道側に配置

し、国道側にはサイクルポートなどを配置する　

造作家具が小屋の間に配置され、小屋同士がいくつか

の小道でゆるやかにつながっていく 樹木とベンチによるアプローチから小屋を見上げる 折れ戸を開くと海を借景にした広場の風景が広がる

折り畳みカウンターから広場ののんびり読書をする ロフトに上がると出窓に切り取られた海山が見える

01：全体計画

焼杉ワークショップ RC スツールワークショップ

什器ワークショップ 畑ワークショップ

広場に立てる建築の建材には女川

で採れる杉材を積極的に利用す

る。バーナーで焦がした焼杉材を

外壁材に利用する。

女川で採れるサバやサケマスな

どの豊富な海産資源を直売し、

みんなで調理できるシェアキッ

チンを設置

レンタサイクル

女川町が推進しているレンタサイ

クルと絡め、サイクリストが気軽

に海岸広場に立ち寄って休憩でき

るようにサイクルポートを設置

震災から12年。女川町は地域住民の積極的な復興活動によって復興を遂げてきた。「私

たちの町を自分たちで継続的に良くしていく気持ち」を信条とする女川住民と協力し

て海岸広場の賑わいを創出したい。そのためにキャビン一つで完結するのではなく、

キャビンを火種に海岸広場全体に賑わいの場が生まれる展望を含めた提案とした。

phaseⅠ phaseⅡ phaseⅢ

海岸広場

女川小・中学校
女川町庁舎

地域医療センター

シーパルピア女川

レンガみち

高台住居

07：パース

広場と海山を

見渡せる 1階

海山のみを切り取る

ロフト階

天然杉材

直売所＆キッチン

焼杉板を貼る

杉板をバーナーで焼く

木材の切り出し

組み立て

その場で利用

みんなで収穫

みんなで畑を耕す

ボイド管にモルタルを流し込む

固まったらボイド管を抜く

仕様名称 仕様名称 数量 単価 金額

断熱材

はしご
造作家具

施工費用
制作費

イロハモミジ
アオダモ
モルタル（セメント、川砂）
ベニヤ板

屋外スツール

植栽

ベンチ

小屋材料費

外構費

150%

屋根下地
床下地

組柱
梁

床仕上げ
バルコニー下地

グラスウール ( ロール )
六角ボルト
川砂
セメント

木製ラダー

コンパネ                                910×1820×9mm

910×1820×15mm

160×1985×30mm       

4000×90×90mm

910×1820×9mm
100×1985×10mm

100×910×11ｍ

25kg
20kg
330mm

Φ=500mm  h=600mm

構造用合板

910×1820×12mm構造用合板

構造用合板

13,500

72,000

2.5m
2.5m

27,800

4 23,100 92,400
4
4
1

35,200
2,440
5,500

2,440
5,500

140,800

527,420
791,130

8,250

ボイド管型枠基礎 ボイド管 6,500
780

12,000

880
1,200

バルコニー仕上げ
スギ縁甲板板張り

140×2000×38mm ウッドデッキ用スギ材

16,000

14,400
36,900

スギ角材 127,200

25,600外壁
57,600
12,900

外壁仕上げ
野地板

1×21m ×1ｍｍアスファルトルーフィング 5,600防水シート
10m×914 ×0.35ｍｍガルバリウム鋼板  横葺き 13,000屋根材

スギ材

引き戸

はめ殺し

4,450

12,460
10,000

7,000
5,000

1,000
36,600

金物　　  : 折れ戸用丁番
アルミニウムサッシ枠

150×1820×18mm
Φ=30mm
12×12×1630mm
150×1820×18mm
12×12×1630mm

790×625×6mm
透明 2mm・中空 4mm
踏板 390ｘ65ｘ 32mm

ベニヤ板 450×900×5.5mm
910×1820×5.5mm

1820×910×9mm

ガラス

4,500

36,000

13,900
1,650

6,500
390
220

12,000
300

2,000

960
2,200
2,400

3,200
800
4,300
5,600
13,000
890

890
5,000

7,000
5,000

1,000
12,200

1

2

18

2
5

1
2
4
4

3

3

8

15

53

8
72

1
1
5

14
2

1
1

1
3

折れ戸板：スギ板
レール　：木製レール

引き戸板：スギ板
取っ手　：バーハンドル
レール　：木製レール

241,140

1,319,750

女川駅

view

view

view

view

防水シート：アスファルトルーフィング

ガルバリウム鋼板　縦ハゼ葺き

シェイドモスグリーン

構造用合板  t=15mm

屋根材：

ラワン合板  t=4mm下地材：

野地板：

スギ縁甲板板張り t=30mm

グラスウール　t=48mm

構造用合板　t=12

木枠  スギ無垢枠用材  

仕上げ材  焼スギ板張り  t=18mm

床：

折れ戸：

折れ戸：

基礎立ち上がり：

ボイド管型枠基礎  Φ=600mm

スギ角材 90×90mm

焼スギ板張り t=30mm

構造用合板 t=9mm

断熱材 グラスウール t=72

構造用合板 t=9mm

外壁：

垂木 : スギ角材 45×55mm

円柱を紙製ボイド管で

型枠利用することで、

施工の手間を省き、

簡易的な構法とする。

90 角のスギ材 4本の

組柱に穴を開け、両端を

ボルト締することで

柱同士を固定する

円柱頂部に加工した

薄鋼板の箱を埋没し、

木柱を挿入するため

の角穴を設けるが、

穴のサイズを柱より

ひと回り大きくし、

隙間に木楔を打つこ

とで柱の精度を調節

可能にする。

柱を 4本で組むことに

より、妻方向と平方向

に面を貫入することが

でき、可変性のある

構造となり利用者に

よって使いこなされて

いく。

壁
建具

棚デッキ

可変性のある構造体

セルフビルド＋ローコスト化



91
0

91
0

18
20

18
20

18
20

88
0

800 800790970 970

800 8001230 615615

焼スギ板張り t=30mm
構造用合板 t=9mm
断熱材 グラスウール t=72
構造用合板 t=9mm

外壁：

スギ縁甲板板張り t=30mm
グラスウール　t=48mm
構造用合板　t=12

床：

ガルバリウム鋼板　縦ハゼ葺き
屋根：

アスファルトルーフィング
下地合板      t=9mm  
構造用合板  t=15mm
スギ角材  45×55mm

木枠  スギ無垢枠用材  
仕上げ材  焼スギ板張り  t=18mm

折れ戸：

基礎立ち上がり：
ボイド管型枠基礎  Φ=600mm

木楔
薄鋼板
六角ロングボルトΦ=32mm
根巻柱脚　　　

組柱：
スギ角材  90×90mm

妻側立面図　S=1：50 平側立面図　S=1：50

a-a’ 立面図　S=1：50配置図　S=1:500 b-b’ 立面図　S=1：50

ロフト階平面図 S=1：50

1 階平面図 S=1：50
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